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一　はじめに
　皆さん，こんにちは。ご紹介いただきました片山登志子です。大阪で弁護士
を26年しています。今日は家族紛争の現状，実際にどんな形で夫婦や親子の間
で紛争が起こっているかということと，できるだけ紛争をなくす，あるいは紛
争を円満に解決するためにどういうことが必要なのかについてお話しさせてい
ただきたいと思います。
　私は，弁護士として扱っている事件の 6 割から 7 割ぐらいが離婚と遺産分割
で，家族法に関する仕事を中心に活動しています。どうしてそうなったのかと
いうところを少しお話ししたいと思います。私は大学で法律を学んで，一応司
法試験を目指していたのですが，なかなか合格できませんでした。そこでとに
かく就職をしようと思って裁判所職員の試験を受け，合格して最初に赴任した
のが大阪家庭裁判所でした。裁判所で実際に当事者の相談対応などをしてみる
と，大学で勉強した法律と，実際に生活の中でみんなが悩んでいる問題との間
にはギャップがあり，相談を受けても大学で学んだ法律ですぐにお返事ができ
るわけでもないことがわかり，法律というのは本当に難しいものだなと実感し
ました。そうした経験をしながら大阪家庭裁判所で 9 年ほど勤め，その間に多
くの離婚や遺産分割事件を通じて当事者の生の声や悩みに触れ，その中で法律
の役割，あるいは法律はこういうふうに市民の生活に役立つものなのだなとい
うことが少しずつわかってきて，法律はおもしろい，弁護士になりたいと心の
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底から思うようになり，改めて受験勉強に熱心にとり組み始めたというのが正
直なところです。
　皆さんも，今大学で法律を学んでおられますが，法律の理論だけを勉強して
いても，法が実際の生活の場でどのように機能するのかなかなかイメージがわ
かず，関心が持てないというところがあるかと思います。そこで，実際の社会
や生活の場で法律がどんなふうに紛争解決に役立っているのかというところを
感じていただくことで，少しでも家族法に興味を持っていただければと思い，
本日のテーマを選びました。
二　家族紛争は悲しい
　最初に，家族紛争の現場はどういうものなのかということについて，私自身
が今感じているところを少しお話ししたいと思います。法律紛争といっても，
会社の問題，あるいは民事の問題，それから刑事，家事といろいろ勉強されて
いると思いますが，家族に関する紛争の特徴は，どの事件を見ていても本当に
悲しい，これほどつらいものはない，ということと，実際に家族一人一人の生
活に大変影響が大きいという点です。
　最もイメージしていただきやすいのは離婚の問題だと思います。家庭や家族
というのは，場所的にも，それから日々の生活の精神的な面においても毎日の
生活の基礎・基盤です。その家庭の中に紛争や問題が発生すると，当たり前の
ように思っていた毎日の生活に実にさまざまな影響が出てきます。特に最近は，
離婚紛争の中でも，未成年の子どもがいる夫婦の場合に生じる養育費や面会交
流の問題が大変注目されていますが，家庭を心身両面での成長の場とする子ど
もは，親の離婚によって大きな影響を受けます。私自身，常時30件ぐらいの離
婚事件を扱っていますが，ほとんどの事件で幼児や小学生，中学生といった子
どもがいて，夫婦が別居状態になっているなかで一方の親と生活しているケー
スがとても多い。
　私自身も，依頼者が子どもと生活をしている場合には，子どもに会って話を
聞いたりしますが，両親が離婚紛争を抱えている子どもは，私たちが想像する
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以上に大変なストレスを抱えています。会って話をすると，しばらく黙りこく
っていた後，突然泣き出した子どもがいました。「一番つらいのは何かな？」
と聞いたら，昨日までとても仲よく遊んでいた友達と急に別れないといけな 
い，学校が変わらないといけないと泣きながら話してくれました。母親が子ど
もを連れて実家に帰るというのは母親にとっても一大決心ですが，子どもの生
活も激変するのです。一方の親と別れるのもつらいけれども，友達と別れるこ
ともつらい。子どもは子どもなりに，自分の友達だとか地域との交流という自
分の社会を持っているのだなあと改めて感じました。これはほんの一例です 
が，家族の間で紛争が生じるということは，当事者である夫，妻にとっても 
たいへん苦しいことですが，子どもにとってもたいへん大きな影響が生じま 
す。
　弁護士を続けていると，離婚事件が解決した後も10年，15年とその家族とお
つき合いをすることがあります。あのとき親の離婚が悲しいと言って泣いてい
た子どもが，その後どうなっているかな，別れた親とその後も交流できている
かな，というのは気になるところですし，報告を受ける機会もあります。なか
には，別れても両方の親とうまく親子関係を築いている子どももいますし，ず
っと父親と別れたままになってしまって，何となく自分の中で大人とうまくコ
ミュニケーションがとれない，あるいは大人を信じられないということで不登
校になったり，親や家族に暴力をふるうようになったりなど，子ども自身がと
ても苦しい人生を送っているケースもあります。そうした子どもを見ていると，
離婚の解決のときにもっと別な解決方法を考えるべきだったのではないかと私
自身も弁護士として反省をしますが，それと同時に，家族の紛争はできる限り
起こらないで欲しいと思いますし，人間だから離婚ということは避けられない
場合もありますが，そういう場合でもできるだけ大人も子どもも影響を最小限
にとどめられるような形で解決するのが大切だといつも思います。そのために
必要なのが，家族法ということになると思います。
116　（188）
三　家族紛争を防止するために
　では，家族の間の紛争をどうしたら防止できるか。紛争のきっかけというの
は，実はささいな思い違いだとか，あるいはちょっとした行き違い，あるいは
思い込みから発生しているというのは，よく経験することです。たとえば，相
続を例にあげましょう。日本の民法は均分相続制をとっており，配偶者が 2 分
の 1 ，子どもがいればその残りの 2 分の 1 を子どもの数で分けるというのが原
則になっています。しかし，いまだに，長男だから自分が全部もらえる，ある
いは親からずっと「おまえは長男だから，この家の財産はかまどの灰までみん
なおまえのものだ」と言われてきたので，法律がどうであれ，我が家のルール
は長男による単独相続だというふうに本気で思い込んでいる人がいるのです。
それで，結婚をして実家を離れている妹たちから平等に遺産分割をしましょう
と言われ，本当に納得いかないといって大げんかをしているようなケースもあ
ります。
　皆さんは，法律では法定相続分が決められているのだから全部長男が相続す
るという理屈は今の世の中では通らないのはわかると思いますが，本当にそう
いう思い込みから，しなくてもいいけんかをしているケースが多いというのも
現実です。
　そういう意味でも，少なくとも私たちが一生生活する中で，誰もが経験する
可能性のあるような，結婚とか離婚とか相続とか，そういうことについて基本
的な法律知識を持っているということは，自分自身が紛争に巻き込まれないた
めに，あるいは起こりうる紛争を回避する上でとても大事なことだと思います
し，法律を勉強した皆さんは，皆さんの周りの人たちにそういう法律の基本的
な考え方をわかりやすく教えてあげることで，周りの人たちの法律的な家族の
紛争を防いであげることができるだろうと思います。
　家族法というのは会社法とかそういうものと違って，誰もがどこかで必ずぶ
つかるいろいろな法律的な出来事についてのルールを決めたものであって，そ
のルールがあることによって，紛争が本当は避けられるようになっている。そ
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ういう意味で家族法の役割は非常に大きいですし，もう一つ，ぜひ皆さんに理
解していただきたいのは，そういう家族の紛争は，確かに法律を当てはめて解
決をするんだけれども，じゃあ法律があれば紛争がなくなるかというと決して
そうではないという点です。これは家族法に限らず，消費者法もそうですし，
ほかの民法や会社法もそうですが，法律をつくってあるから紛争がないかとい
うと決してそうではない。日本にだってたくさんの法律があり，時代が変化す
れば新しい法律が次々に制定される。だけど世の中を見渡したら紛争がいっぱ
い。それはどうしてかというと，人間の行動というのは，そんなに理屈どおり
法律どおりには動かないのです。意識的に，法律ではどうルールが決められて
いるのかを知ろうとし，じゃ，それを守ろうというふうに行動していかないと
紛争というのはなくならない。
　もう一つ，人々のいろいろな紛争に法がきちんと当てはめられ，法律を使っ
て紛争が解決できるようになるためには，法律によって紛争が解決できる「環
境」「仕組み」がとても大切だということもぜひ理解しておいて下さい。紛争
解決の環境と言われて第一に思い浮かぶのは何でしょうか。裁判所ですよね。
最終的には裁判所に行って，法を当てはめて紛争を解決してもらう。裁判所と
いっても，法廷のある裁判所だけでなくて，調停という話し合いによる合意で
紛争を解決をする，そういう場所もあります。いずれにしても，こうした裁判
所が，法を当てはめながら，それぞれの紛争の特性に即した手続きで紛争を解
決する場として適正に機能し人々から信頼される場として存在することが必要
です。それから，法律相談というのもとても大きな役割を果たしています。紛
争が起こったときに，普通の人はなかなか法律がわからないから，これを法律
に当てはめたらどうなりますかという，そういう法律相談のできる窓口があち
らこちらにたくさんあるというのも，法律が私たちの生活，社会の中にちゃん
と機能するために，とても大事な環境だということが言えます。それ以外にも
法が機能するために大事な環境というのがたくさんあります。今日はその辺も
お話をしたいと思っています。
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四　離婚紛争の現状とその解決
1 ．まず問題を整理する
　弁護士のところに，このような相談に来た人がいました。
　夫と妻は結婚して12年目の夫婦で，10歳の男の子と 7 歳の女の子がいます。
妻は，夫が家事や育児に協力しない，子どものことを相談しても取り合ってく
れないばかりか，不機嫌にどなってばかりいる，そういう中で夫と話をする気
持ちがもう持てなくなって，とてもつらいので離婚をしたいと思うようになり
ました。だけど，自分の口で夫に別れてくださいと言うのもすごく不安なので，
もういっそのこと子どもを連れてとにかく実家に帰ってしまおうと思います。
どうしたらいいですか。私が子どもを連れて実家に帰ったら，先生，あときち
んと離婚できるようにしてくれますか。
　同じような相談が結構多いのです。特に最近増えてきました。夫は子どもた
ちには優しいけれども，子どもは私がしょっちゅうどなられているのを見て，
不安に思っていると思うので，私が子どもを連れて実家に帰ると言えば，嫌が
らずについて来ると思います。先生，私をできるだけ早く，夫と一度も会わず
に離婚できるように何とかしてくださいと相談にきます。
　皆さんがもしこうした相談を受けたとしたら，何を考えますか。どこから考
えますか。離婚の効果というのは授業で習っておられて，どういう規定がある
かというのは頭に入っておられるでしょうが，実際にこうした相談が来たとき
に，相談者に何をどこからどう聞いて，どうアドバイスしたらいいのか。これ
が，さきほどお話した，法律にルールは規定されているけれども，その法律を
使って，悩みを抱えている人にどうやってお答えを出してあげることができる
のか。しかも，この相談の場合は，相談をしてきている妻だけではなくて，夫
や子どもも含めたこの家族全部にとって最善の解決は何だろうと考え解決の道
筋を見つけていかなければいけない。それが法律の役割なのです。そう考える
と法律というのは結構おもしろいですよね。
　ではどうしたらいいかという話ですが，こうしたケースは，実際に私も何件
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も経験してきましたが，本当に難しいですね。　こういう相談が来たときには，
離婚を決意したこの夫婦，別居をしようとしているこの夫婦の間にこれからど
ういう話が必要か，どういう問題が起こってくるかというのをまず整理しない
といけません。まず第 1 に，この人は夫とうまく話ができないから，子どもを
連れて離婚したいと言っているけれども，果たしてこの人は離婚できるのでし
ょうか。両方が「離婚しましょう」と言って協議が成立すれば，民法が規定し
ている離婚原因がなくても離婚は可能です。しかし，妻が「離婚したい」と言
っても，夫が「自分は何も悪いことをしていない。暴力もふるっていない。大
きな声を上げただけではないか。浮気もしていない。だから，自分には離婚さ
れるような理由はない。子どもと突然引き離されるような理由はない。」と言
い出したら，果たしてこの妻は離婚ができるのでしょうか。もし離婚の合意が
できなかったら，裁判で離婚するしかありません。調停を申し立てても合意に
至らなければ裁判をするしかない。裁判になったら，民法で定められた離婚が
認められる事由が存在しなければ離婚は認められません。この妻は子どもを連
れて実家に逃げ出しても，そもそもそんなに簡単に離婚はできないかもわから
ない。夫の意向や，離婚事由があるのかどうか，そういうところも冷静に聴き
取って一緒に考えていかないといけません。
2 ．子どもをめぐる問題
　次に子どもの問題です。この妻は，離婚に際して，未成年者の親権者には当
然自分がなるものだと思っていますが，果たしてそんなに簡単に10歳と 7 歳の
子どもの親権はお母さんだというふうに決まるか。そんなに簡単ではありませ
ん。それから，養育費をいくら支払ってもらえるだろうかということも，今後
の生活を考えるうえで重要です。さらに，夫と二人の子どもの面会交流をどう
するのが良いのか。これも子どもにとってとても大切な問題です。皆さんはど
う考えられるでしょうか。仮にこの妻の話が真実だとして，しょっちゅう妻を
怒鳴るような夫と一緒に暮らせないと考えて妻が子どもを連れて実家へ逃げ出
したときに，この子どもと父親は会わせたほうがいいのでしょうか。それとも，
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いやいや，もう別な生活をするんだから，会わさなくてもいいじゃないかと思
いますか。
　実は今，子どものいる離婚紛争で，一番解決の難しい問題がこの面会交流で
す。母親と一緒に生活している子どもに会えない父親は，何とかして子どもと
会わせるようにと母親を相手方にして家庭裁判所に面会交流の調停を申し立て
ているケースが大変増加しています。私自身も，子どもと会えない父親の委任
を受けたり，子どもと会わせたくない母親の委任を受けたりで，面会交流紛争
の解決にはとても多くの時間と神経も使って対応しています。これは後で少し
話をします。
3 ．財産をめぐる問題
　離婚に付随する紛争には，もう一つ財産分与があります。離婚をするときに
は，結婚中に夫婦が蓄積した財産を原則 2 分の 1 ずつ分割しましょうという
ルールがあります。ルールはわかりやすいのですが，実際にどう分割するのか
となると問題山積です。結婚して何年かすると住宅ローンを借りて家を買う夫
婦が多いのですが，それから 5 年とか10年，住宅ローンの返済がまだ2,000万
円とか残っている状態で離婚をするということになったら，一体どうなるので
しょうか。住宅ローンは夫の名義で利用していることが多い。購入した家の現
在の価値が，住宅ローンの残額よりも高い場合には，家を売って住宅ローンを
返して残ったお金を分ければいい。これだと話は早いですが，実際の多くの
ケースでは，住宅ローンを利用して家を購入し，それから10年して売ろうと思
ったら，確実に買ったときより価格は下がっている。そうすると，売っても住
宅ローンを返済できないため，売却することもできない。財産分与といっても，
住宅ローンをどう負担し続けていくのかというような紛争が最も悩ましい問題
というのが現状です。ほかに慰謝料が請求できるかとか，年金分割はどうする
かという問題もあります。
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4 ．離婚が成立するまで
　では，先ほどのケースで妻が子どもを連れて離婚したいと言い出してから離
婚ができるようになるまで，皆さんどれぐらいの期間がかかると思いますか。
本当にケース・バイ・ケースで，「いいよ，離婚しよう」と言って離婚届の書
類に判を押してくれれば短期間で解決できますが，子どもの面会交流や親権者
指定でもめ出したり，あるいは財産分与でもめ出したり，養育費で月額 2 万円
か 3 万円かで合意ができず延々と調停が続く場合もあります。そういうふうに
なると，離婚したいといって子どもを連れて別居してから紛争が解決するまで
に，平均どれぐらいかかると思いますか。
　私は依頼者に，家庭裁判所に調停を申し立て調停で話し合って解決できる場
合でも，やはり少なくとも 1 年ぐらいは覚悟してねと最初に説明することが多
いのですが，この 1 年というのは本人にとってはすごくつらくて長い。子ども
に会えないままで 1 年経つときもありますし，とにかく好き合って結婚した相
手と 1 年間延々と論争をやり合わないといけないというのは，冒頭にも言いま
したが本当につらいものです。他人とけんかするよりも，夫婦や家族とけんか
する，兄弟とけんかするというのは，とてもつらいのです。そうしたなか，解
決までに 1 年かかるということになると，離婚になったときの条件の話だけを
していてもだめなわけで，同時に，ではその 1 年間，生活費はどうするのかと
いう別居中の生活費の話もしないといけません。
　それから，離婚が成立するまで一切子どもと会わせませんという人もいます
が，それは子どももかわいそうですし，会えなくなった親もそれでは我慢でき
ない。皆さん，まだなかなか想像できないかもわかりませんが，でも自分のか
わいい子どもがいて，ある日突然会社から家に帰ったら，妻も子どもも姿が見
えない，もう帰ってこないと妻から連絡があったら，一体どういう気持ちにな
るでしょうか。大変大きな喪失感におそわれるであろうということは想像でき
ますよね。そういうような場面で，これからの人生を考えていくためにも，子
どもとの交流をどうするのか，離婚までの間の別居中の夫婦の生活をどうする
かということについても，しっかり話し合いをしないといけない。
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　ということで，さきほどの相談例は，何でもないどこにでもあるような夫婦
の争いなのだけど，それをきちんと解決するためには，今言ったようないろい
ろなことをすべてひとつひとつ決めていって解決をしていかないといけないと
いうことなのです。家族法の授業で勉強した離婚紛争というのは世の中でこん
な形で起こっているんだなということを少しだけでもイメージしていただけた
ら幸いですし，きっと家族法に興味をもっていただけることと思います。
5 ．解決のポイント
　離婚紛争の特色と解決のポイントは何か。これは夫婦の数だけ異なる紛争解
決のポイントがあるということになります。離婚するかしないかでもめている
夫婦もいるし，子どもでもめている夫婦もいるし，お金で徹底的にもめている
夫婦もいるしということで，本当に人それぞれ紛争のポイントは違います。し
かし，何よりも大事なのは，未成年の子どもがいる場合には子どもの生活に与
える影響をできるだけ少なくするということです。未成年の子どもは，両親と
の関係や生活環境などの中で成長していきますから，その環境がどうであるか
というのは，子どもの成長にすごく大きく影響します。両親がけんかばかりし
ている中で育つというのは，それ自体，子どもにとってもつらいことであり，
子どもの利益を害することになります。
　もう一つ大切なことは，離婚は夫にとっても妻にとっても人生の再出発とし
て考えなければいけないという点です。離婚というものに対して皆さんどんな
イメージをお持ちでしょうか。ともすれば，離婚というのは，過去の夫婦の生
活に対する評価，要するにどちらに責任があって離婚になってしまったのかと
いうところに本人も周囲の人たちも目が行きがちです。だけど離婚というのは，
一緒に生活をすることが難しくなった男と女が，その間にいる大切な子どもの
成長を支え合いながら，そこから先も親として生きていかないといけないわけ
ですよね。子どもも夫も妻も，それまでとは異なる離婚後の新しい人間関係を
つくって生活をしていかないといけない。言い換えれば，離婚は，夫婦がそれ
ぞれに新しい生活をイメージして人生を再出発させる，そのスタートラインと
家族紛争の現状とその解決を考える（片山）
（195）　123
して考えないといけないということになります。そういう意識で，夫も妻もそ
れぞれが，一緒には暮らせないけれども，これから別々に生活をしながらどう
やって子どもをちゃんと育てていくかという，新しい協力関係を話合って決め
ていく，それが離婚紛争の解決ではとても大事だと考えられているところです。
6 ．子どもの権利
　離婚に伴う子どもの問題についても，今，司法の現場ではどのように考えら
れているかというところを少しお話しておきたいと思います。先ほどから，未
成年の子どもがいる離婚紛争においては，紛争が子どもに与える影響を最小限
にしてあげないといけないという話をしてきましたが，そのためには何が大切
なのでしょうか。アメリカなどでは，実際に親の離婚を経験した子どもたちを，
5 年後，10年後と継続して調査をし，離婚後どういう環境で育った子どもが一
番離婚の影響を受けていないかといった実証的な研究が多くなされ公表されて
います。そうした研究の結果の中で言われているのは，離婚を経験した子ども
に一番大切なのは両方の親とのアタッチメント（接触）だということです。し
かもそれは手紙のやりとり，メールのやりとりをしていればいいというもので
はなくて，実際に会って話をして接触をしてという，そういう直接のアタッチ
メントというのが，離婚が子どもに与える影響を一番少なくするために不可欠
だと言われています。
　かつては，子どもにストレスのない安定した環境を与えることが重要と考え
られ，父母の葛藤が非常に激しいときは，そこに子どもを巻き込んではいけな
いと考えられていました。したがって父母の葛藤の激しいケースでは，子ども
との面会交流も，直接会う方法ではなく，手紙のやりとりなど，間接的な交流
を命ずる審判も見られました。しかし，様々な実証的研究を経て，今は，世界
的な流れとしても，父親と母親の葛藤に巻き込まない形で円満に両方の親との
実際の接触交流を実現する，それが子どもの健全な成長に一番大事だと考えら
れ，家庭裁判所でもそうした解決に向けて調停や審判でも様々な取組がなされ
ています。にもかわらず，実際には子どもをめぐって，会わせる，会わせない
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だけで延々と紛争を続けている元夫婦がたくさんいるというのも現状です。
　離婚してからでも両方の親と接触できるのが子どもにとって一番幸せなんだ
というのは，今はもう常識的な考えになっています。こうした意識の変化には，
様々な社会の変化が影響を与えています。裁判所の考え方も20年ほど前に大き
く変わりました。それまでは，父母の葛藤が強い場合には会わせないほうが子
どもにとってプラスかもしれないという考え方がありました。しかし，1989年
に国連の総会で採択されて1990年から発効し，日本も1994年に批准をした「子
どもの権利条約」に基づいた法の運用というのがなされるようになりました。
そこではこのように明言されています。児童の最善の利益に反する場合を除く
ほかは，父母の一方又は双方から分離されている児童が，定期的に父母のいず
れとも人的な関係及び直接の接触を維持する権利を持っていると。これは子ど
もの権利なのです。したがって，離婚をするときに，母親が「自分はもうお父
さんと一切会いたくないから，あなたたちも私と一緒に来なさい。もう別居し
たらお父さんに会わなくていいでしょう」というのは，この「子どもの権利条
約」に明らかに違反し，子どもの権利を奪っていることになるのです。そうい
う考え方が浸透してきて，家庭裁判所も別居をしたり離婚をした親子について
も，できるだけこの「子どもの権利条約」に沿って交流ができるよう，直接の
交流の実現を図るように努力をするというのが，今は当たり前になってきてい
ます。
7 ．現実の紛争のなかで法の理念を実現するためのしくみ
　しかし，自分もお父さんと一切接触したくないし，それから自分にあんなど
なり声を上げたお父さんに子どもも会わせたくないというお母さんはたくさん
います。そういうときに，「いや，「子どもの権利条約」でこう考えるようにと
言われているから会わせなさい」と言っても，そんなに簡単に裁判所から言わ
れたから「はい」というふうにはならない。子どもを会わせなさいと命令して
も，会わせたくないと言って頑張っているお母さんはたくさんいるのです。
　ではそういう中で，本当に「子どもの権利条約」の考え方だとか，あるいは
家族紛争の現状とその解決を考える（片山）
（197）　125
裁判所の命令だとか，会わせるほうがいいんだというのを実現するためには，
どうしたらいいのでしょうか。最初にもお話したように，法律があっても，そ
のルールや理念どおりには実現されないという現実がある。それを本来の法律
の考え方に近づけるというのが，家族法の紛争解決の大事な役割ですよね。そ
のためには何が要るかというと，いろいろなことがあるのですが，例えば子ど
もとお父さんが安心して会えるような面会交流の場所をちゃんとつくってあげ
ることとか，どうしても直接子どもを会わせる場所に連れていけないお母さん
だとか，あるいは渡してしまうと心配だというお母さんのために，第三者が親
子の面会交流に立ち会ったりして支援をするということも考えられます。すで
に全国に，そうした支援を行っている民間団体もいくつか存在しています。
　法律の理念を実際の紛争解決の中で役立てていくためには，そういう法律の
理念を実現するサポート制度やシステムというのが必ず要るのです。法律はあ
るだけでは何の役にも立たなくて，その法律がちゃんと世の中の紛争解決に役
立つようにするには，法律を知ってくださいというだけでもだめであって，法
律を基準に人間関係を調整したり，あるいは法律を守れるようにサポートする，
そういう社会システムというのが必ず必要なんだということを，ぜひ法律を勉
強するときに頭の隅に置いて考えていただきたいと思います。
　離婚後の未成年者の養育費の紛争解決についても，実は，法のルールを機能
させる工夫がなされたという実例があります。養育費の金額として幾らが妥当
かを決めるのは，実際にはとても複雑な計算が必要で，大変な作業でした。そ
のため，養育費がなかなか合意できず，その結果，なかなか離婚ができないと
いうケースもありました。家庭裁判所の中でもこの養育費を算定するのはとて
も難しいことだったので，裁判所の裁判官や調査官で養育費の研究会が設けら
れ，簡易な算定表が作られました。今は厚生労働省などのホームページなどに
あがっていますので，ぜひ一度見ていただきたいと思います。要するに権利者，
権利者というのは養育費を請求する側ですが，その収入と，それから義務者，
支払わないといけない側の収入，簡単にイメージできるように説明すると，妻
が子どもを連れて離婚したとすれば，権利者である妻の収入と義務者である夫
126　（198）
の収入を軸にしてあって，その両方の交わるところを見ると養育費の月額とし
て幾らが相当かという目安がつけられるようになっている表です。
　これは色々なケースに対応できるよう，子どもの人数や年齢に応じて何通り
もの表が作られており，大抵の夫婦はその算定表を見ると，養育費は幾らだな
というのがわかるようになっています。養育費は払わなくてはいけないよ，夫
婦のそれぞれの収入に応じて払いなさいと法律の理念としては考えられている
けれども，では実際に離婚しようという夫婦は，どうやって養育費を話し合っ
て決めたらいいかというと，そこは簡単にはできなかった。養育費の簡易算定
表は，そうした問題を解決するために工夫された一つのツールということがで
きます。でも，これだけ法律で養育費も決めるように考えられているし，それ
から算定表もできているんだけれども，実際には母親が子どもを連れて離婚し
た母子世帯の 6 割は，養育費を決めていないのです。そして 4 割は養育費のこ
とについては一応決めているんだけれども，実際に今離婚して子どもを抱える
母子世帯で，父親から養育費をもらえている人というのは 2 割しかいない。法
律で考えている理念と現場というのは，こんなに乖離している。それはどうし
てなんだろう。どうやったらそれを埋められるかということを考えるのも，法
学を勉強するということの中で大事なことだと思います。
　なぜ合意がされないのか。その理由については全国母子世帯調査の結果報告
の中に書かれているのですが，養育費を無理をして決めても相手が払うとは思
えない，離婚してから子どもが大人になるまで，ずっと払い続けてくれるとは
思わないし，そんな能力があるとも思いません，というのが約 5 割。その他に
は，相手ともうかかわりたくないというのも理由にあがっています。そういう
中で実は子どもの養育費すら決めていない離婚というのが多い。
　こうした実情を受けて，民法の規定が少し変わりました。平成23年に民法が
変わって，協議離婚するときは面会交流や養育費について，ちゃんと子の利益
ということを考えて合意をしてくださいねということが民法で規定されました。
ただしそれを決めていなければ離婚できないということではありません。親権
者は決めないと離婚できません。養育費や面会交流は決めてくださいねと規定
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はしているけれども，決めなくても離婚はできる。そうするとさっき言ったよ
うに，相手ともうかかわりたくない，そもそも面会交流なんて決めたくない，
養育費なんて決めてもむだという意識が蔓延していれば，法律をいくら変えて
も何も変わっていかない。離婚というのは仕方がないけれども，それに巻き込
まれた子どもにとって面会交流も養育費もすごく大事なことなのに，大人たち
はそのことを取り決めすらしない。取り決めることからも逃げるような形で，
実は離婚紛争を解決しようとしている。そうした現状は問題であり，絶対に本
来の法の理念に沿う形で，現状を変えていかないといけないということを，皆
さんに考えていただきたいと思います。
　そういう離婚に直面した親の意識を少しずつでも変えて，ちゃんと養育費も
合意しましょう。ちゃんと子どもと別れた親は会えるようにしましょう。それ
が離婚する親の務めだし，法律はそういうふうに決めているんですよ。それを
ちゃんとみんなが守れるように社会の仕組みも変えていきましょう。そのため
に必要なシステムとか，サポートする仕組みというのも，法律と一緒に考えて
いかないと法律はうまく機能しないということを，皆さんにもぜひ一緒に考え
ていただきたいと思います。
　もう一つ，法が機能するために重要なポイントがあります。それは，法律の
ルールというのは，当事者が合意をしたら，あるいは裁判所で判決をもらった
ら，そのとおりに履行される，履行が確保されるということが大切です。先ほ
どの養育費の例でも，しんどい思いをして話合いをすることになっても。養育
費について合意をしたら確実に子どもが成長するまで月 5 万円もらえるとなっ
たら，頑張って話合いをしようという気持ちになりますよね。だけど，今の日
本の養育費のシステムというのは，なかなかこの履行が確保できない。裁判所
で時間をかけて，月 3 万円の支払いとか月 5 万円の支払いとかを決めても，夫
が職を変えてしまったり，あるいは失業してしまったりすると，妻のほうは強
制執行をすることも難しくなる。アメリカなどでは，そういうふうにならない
ように，夫が養育費を支払わなくなったときに，国や行政が養育費を立て替え
るというシステムがあり，立て替えて子どもにはちゃんと払ったうえで，国や
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行政が義務者の収入を把握していますから義務者から取り立てをする，そうい
う仕組みもあるのです。そういう履行を確実にする仕組みがあれば，みんな頑
張って子どもの養育を考えて合意をしよう，法律どおりのルールにのっとった
離婚をしようというふうに行動が変わってくる。そういう意味で，法律とそれ
を守らせる，それを実現するための仕組みというのが両方揃って初めて法律が
世の中で機能していくということを，何となくイメージしておいていただける
といいと思います。
五　相続紛争について
　次に相続の話に移りたいと思います。皆さんには離婚の話もまだ遠い先の話
で，現実味がなかったかもしれません。相続の話となると，もっともっと遠い
話でイメージがしにくいかもしれませんが，こんな形で兄弟が争うんだという
ことを，少しのぞき見るつもりで見ていただきたいと思います。
　配布資料に実に生々しい離婚紛争の相談事例のモデルケースをあげておきま
した。これは離婚とはちょっと違うので，割と算数的にというか，法律の理屈
で考えられるところもあるので，こういうのを知人から相談されたら自分はど
う答えるだろうと思ってぜひ考えてみて下さい。
　身分関係図がありますが，被相続人は父親で，母親がまだ生きています。子
どもは長男Ｂ，長女Ｃ，次男Ｄの 3 人がいます。相続財産は自宅が9,000万円，
それと賃貸不動産，他人に貸しているマンションがあって，この値段が5,000
万円，預貯金が3,000万円あります。被相続人である父親は 2 年前に認知症を
発症して入院していましたが，認知症になる前に遺言をつくり，自宅だけは絶
対に妻に残してやりたいというので，自宅だけに関する遺言を書いて，妻Ａに
相続させるとしました。入院して認知症になってからは，長女Ｃが母親にかわ
って父親の療養看護に努め，賃貸不動産の賃料管理もずっと行ってきました。
今も長女Ｃが賃料の集金をしたり管理をしています。長男Ｂは，20年前に結婚
をしたときに，実は家を買ってもらっています。その不動産の評価が今2,000
万円だとします。さて，この母親と子ども 3 人の間で，どのように考えれば一
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番合理的で納得のいく遺産分割ができるでしょうか，という相談です。
　遺産分割の答えを出していただくことが本日の目的ではなく，こういう親子
の状況で相続の問題が発生したときに，どんな紛争が始まるのかというところ
を理解していただきたいと思います。
　まず，母親は，私は遺言どおり自宅さえもらえればいいので，あとは仲よく
分けてちょうだいねと，こう言います。
　長男Ｂはどう言うかというと，確かに家を建てるときにお父さんにお金を出
してもらったけど全部返した，だから 1 円ももらっていないので生前贈与はな
い，というふうに言います。逆に，長女Ｃがマンションの賃料収益をずっと管
理していますから，長女Ｃこそ父親と一緒に暮らして，親からいっぱい小遣い
をもらっているだろうし，賃料の収入だってどんなふうに管理しているかわか
ったものじゃない。賃料から自分の預金に入れているのではないか，こういう
ことを平気で言ってきます。
　長女Ｃは何を言うかというと，いやいや，絶対に長男Ｂは2,000万円の家を
買ってもらっています。それから，私は母親にかわって認知症の父親の世話を
ずっとしてきたのだから，私が親を療養看護した分について，それは相続分と
は別に寄与分として先に私にちょうだいね，というふうに主張してきます。
　次男Ｄは，どっちかというと，もう僕はどっちでもいいよと。長男は確かに
贈与を受けたと聞いているし，姉のＣは管理もしていただろうけれども，小遣
いももらっているから，別に特別にたくさんもらわないでもいいんじゃないか，
こういう話になるのです。
　母親は蚊帳の外だとして，この子どもたち 3 人の間で話がつくでしょうか。
どう考えるのが一番いいんだという，誰かレフェリー役がないと，なかなかこ
ういう話というのはまとまってこない。それが相続における紛争の典型的な例
ということになります。
　今お話ししたような相続の争いは，決してそんな特別なことではなくて，私
が弁護士として相談や委任を受けているケースでも，これと似たような主張と
いうのはよく出てきます。ところで，今のケースだったら，解決までにどれぐ
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らいの期間がかかると思われますか。私は，大学卒業後に家庭裁判所に勤めて
いた話をしましたが，当時は10年越しの遺産分割事件というのもありました。
さすがに今はもっと早く審理されるようになってきましたが，それでも私が担
当しているケースの中には，やはり 3 ， 4 年越しで，家庭裁判所が入ってもな
かなか解決しないというのは，そんなに少なくありません。
　なぜそうなるか。離婚と違って遺産分割に関する紛争というのは，父親と 3
人の子どもの間の，いわば人生の総決算みたいな話になるんですね。親という
のはやはり家族の要であって，親がいるときはみんなそれぞれ自分は親から大
事にしてもらっていると思っているところもあるし，頼っていけばお金を貸し
てもらったり援助をしてもらったり，いろいろな形でそれぞれの親子の交流と
いうのがあるのです。ところが，親が亡くなると，今度は，誰が一番大事に愛
情をかけてもらっていたかが争いになり，いやいや，お兄ちゃんはこれまで十
分してもらったでしょう，だからあとは私がちゃんとしてもらう順番だからと
いうような，そういう争いを始めてくることになります。
　遺産分割の具体的な考え方ですが，簡単に言うと法律で決まった相続分とい
うのは確かにあります。子どもは均分。だけど，羊羹を切るように分けられる
のだったら 5 年もかかる遺産分割紛争なんて起こらない。実際には，さっきの
相談事例のように，過去に誰がどれだけのものを親から先にもらっているかと
いうのが，具体的な分割割合を調整することになるのです。もう一つは，遺産
の維持や増加に特別の寄与をした，その人には寄与分といって，遺産から先取
りで分けてあげる。その残りをみんなで分けましょうという，そういう特別受
益と寄与分という 2 つの相続分の修正原理があります。
　先ほどの相談事例で，結局何が争いになるかというと，長男Ｂについて言え
ば，2,000万円の家をもらったのか，金を借りただけなのか。しかもそれは20
年前の話です。この20年間本当にお金を返したのかというところで延々と争い
が起こってくる。それから，寄与分というのも，実際に看護した人はたいへん
なのです。認知症になって，徘回をしたり，いろいろな問題が起こってくる高
齢の父親を，兄も弟も誰も世話をしないで，長女だけが看病をした。そうする
家族紛争の現状とその解決を考える（片山）
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と，相対的に見ると，私が 1 人頑張ったでしょうということを言いたくなる。
だけど，実際には，家庭裁判所は，他の相続人との比較で寄与を決めることは
なく，子どもとして看護をするのはある程度までは当然であり，「特別の寄
与」をしたと言えるのはどの部分かという考え方をしますので，1,000万円も
の寄与分を認めるというケースは少ない。看護の寄与分の計算の基準としては，
もしもその相続人が看護をしなくて，ヘルパーさんを頼んだら一日幾らで，何
日看病したんですか。ではその分を計算して，100万円はあなたに寄与分とし
て分配しましょう，そんな理屈になるのです。そうすると，一生懸命面倒を見
てきた人は納得がいかないから，もっと寄与分を認めて欲しいということで調
停での合意ができず，審判に移るという形で争いが続いていくということにな
ります。遺産分割というのも，これは夫婦とは違って，一緒に育った仲のいい
兄弟のはずなのに，親が亡くなった途端にこれまでどうだった，ああだった，
親はどうだった，こうだった，というふうに，親との関係をめぐって延々と紛
争を続けないといけないというところで，これもとても悲しい紛争ということ
になります。
　では，こういう紛争を解決するのにはどうしたらよいのでしょうか。最終的
にはやはり家庭裁判所がうまく調停などで調整をするしかないのですが，その
中でもやはり法律を運用することになります。特別受益というのはこういうと
きに認める，あるいは寄与分というのはこういう考え方で認めるのが，今の時
代の相続人の調整をするのに一番妥当だろうというような法律の考え方みたい
なものは，やはり時代とともに変化します。そういう運用の合理化といいます
か，みんなの納得のいくような法律の考え方，運用というものを明確にすると
いうのが，今起こっている遺産分割紛争を早期に解決するために必要ではない
かと思います。
　相続のところは多分これから授業でいろいろ習われると思いますので，ぜひ
そのときにさきほどの相談事例を思い浮かべ，さらに，そういう紛争の中で法
律はこういうルールを決めているが，ではそのルールはこのような紛争に当て
はめた場合に本当に紛争解決として機能するのかな，ということを考えながら
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授業を受けていただけるとありがたいと思います。
六　おわりに
　最後に，法律を学んだり法律を生かすために求められる資質は何か，要はど
ういうことを心にとめながら法律を勉強すると興味が持てるかということにつ
いてお話しします。法の考え方を知る，解釈を学ぶ，それは当たり前のことで
す。法学部の学生として正しい法律の解釈を学ぶというのは当たり前ですが，
それだけでは多分おもしろくないというか，関心がなかなか持てないと思いま
す。その法律の規律が，今日お話ししたように，実際の紛争の現場，離婚の現
場，相続の現場でどういう役割を果たしているのか。どういうふうに機能する
ものとして予定されているのか。それと同時に，法はあるだけでは機能しない，
知っているだけでも機能しない。そういうものが本当に使えるように，法によ
って世の中が変わっていくようになるために，どういう社会制度や支援をする
システムが要るのか。裁判所はどういう役割を果たしたらいいのか。調停手続
きは家事事件の紛争解決では大きな役割を担っていますが，家庭裁判所という
ところがどういう機能，役割を果たすべきなのか，といったことなど，広く社
会の紛争の実情に常に関心を持って，自分が学んだ法律でその紛争は解決でき
るのか，ネックはどこにあるのかというふうに考えていくと，法律はとてもお
もしろい興味深い世界です。本当に世の中のことがいっぱい見えてくるところ
があると思いますので，ぜひこれから授業を受けられる際，法律を学ぶ際に，
そういうことを心にとめていただければと思います。
　どうも長々とお聞きいただいてありがとうございました。
